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愛知県などの黒毛和種交配割合が高いのが特徴的であ
る。

乳用牛への黒毛和種の交配状況が生乳生産に影響を及
ぼし始めるのは、母牛の妊娠期間及びその子牛の育成・
妊娠期間を経た３年後である。しかし、乳用牛の成畜飼
養頭数が減少傾向にある状況の下では、黒毛和種の交配
割合が高水準で推移することによって、搾乳後継牛の需
給ひっ迫と価格上昇に拍車がかかり、長期的なトレンド
として、生乳生産コストの上昇と生産量減少が常態化す
ることも懸念される。

全国の乳用牛への黒毛和種交配割合は近年、
緩やかな上昇傾向で推移してきたが、2012 年 10
～ 12 月期（図中では「12 年Ⅳ」と標記）を起点
に明らかな上昇傾向に転じ、2013 年７～９月期

（同「13 年Ⅲ」）に 24.3％に達した。地域別では、
北海道が 19.1％、都府県が 49.1％となっている。
近年の傾向をみると、７～９月期は高水準にな
る傾向にあるが、都府県でみられた今回の上昇
は記録的と言える。

この背景には、交雑種の枝肉価格が堅調に推
移していることがある。その動きに連動して交
雑種初生牛の需要が増加し、需給が均衡する価
格水準も上昇傾向を示している。農畜産業振興
機構が取りまとめた 2013 年 5 月以降の市場取引価格は
15 万円以上を維持している。市場関係者によると、今後
も大幅に下落することは想定しにくいようである。

なお、都府県での乳用牛への黒毛和種交配割合には、
いわゆる「西高東低」の傾向がみられる。つまり、2013
年７～９月期において、九州は 56.2％、中四国は 59.6％、
近畿は 56.8％、北陸は 58.1％、東海は 48.5％、関東は
49.1％、東北は 35.4％となっている。さらに、都道府県
別にみると、新たな問題が明らかとなる。表では、乳用
牛成畜飼養頭数の多い 10 道県における人工授精の状況
を示したが、主要な生乳生産県である千葉県、群馬県、
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1
　日本家畜人工授精師協会によると、2013 年７～９月期の都府県における乳用牛への黒毛和種の交配割合
は 49.1％に達した。生乳の減産傾向からの脱却が期待されている中、将来の搾乳後継牛不足に拍車がかか
ることも懸念される。
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